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聰

本
書
の
編
者
髙
田
宗
平
氏
に
は
、
旣
に
高
著
『
日
本
古
代
『
論

語
義
疏
』
受
容
史
の
研
究
』（
塙
書
房
、
二
〇
一
五
年
）
が
あ
る（

（
（

。

ま
た
日
本
に
お
け
る
漢
籍
受
容
史
を
は
じ
め
、
そ
れ
と
密
接
に
関

わ
る
年
号
勘
文
、
さ
ら
に
多
彩
な
漢
籍
の
書
誌
学
的
調
査
研
究
の

成
果
を
国
內
外
で
精
力
的
に
発
表
し
て
き
た
。
本
書
は
ま
さ
し
く

髙
田
氏
の
漢
籍
を
め
ぐ
る
広
汎
な
問
題
意
識
を
集
約
し
た
論
集
と

言
え
よ
う
。
髙
田
氏
に
拠
れ
ば
、「
漢
籍
」
と
は
「
淸
朝
以
歬
に

中
国
人
が
漢
文
（
漢
語
）
で
撰
し
た
書
物
」
で
あ
り
、
日
本
に
お

け
る
漢
籍
の
受
容
史
を
「
日
本
文
化
の
基
層
の
一
つ
と
し
て
捉
え
、

そ
の
具
体
相
を
朙
ら
か
に
」
す
る
こ
と
が
本
書
の
目
的
だ
と
言
う
。

そ
れ
ゆ
え
に
本
書
は
、
二
四
篇
の
論
文
と
四
篇
の
コ
ラ
ム
を
収
録

す
る
、
大
変
充
実
し
た
論
集
と
な
っ
て
い
る
が
、
も
う
一
つ
ユ

ニ
ー
ク
な
の
が
、
総
論
に
代
え
て
冐
頭
を
餝
る
「
口
絵
で
辿
る
日

本
漢
籍
受
容
史
―
古
代
～
近
世
初
期
篇
―
」
で
あ
る
。
ま
ず
は
こ

ち
ら
を
紹
介
し
た
い
。

こ
の
口
絵
は
、
㈠
漢
籍
の
伝
来
と
書
写
形
態
の
諸
相
、
㈡
漢
籍

の
書
写
・
利
用
と
書
籍
目
録
、
㈢
宋
版
の
伝
来
と
漢
籍
の
書
写
、

㈣
五
山
版
・
地
方
版
の
刊
行
と
漢
籍
の
書
写
、
㈤
古
活
字
版
の
刊

行
、
の
五
節
で
構
成
さ
れ
る
。
各
節
は
そ
の
テ
ー
マ
の
槪
說
か
ら

始
ま
り
、
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
善
本
の
図
版
を
例
示
し
、
図
版
毎
に

書
評
・
新
刊
紹
介

髙
田
宗
平
編
『
日
本
漢
籍
受
容
史
―
日
本
文
化
の
基
層
―
』
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丁
寧
な
解
說
を
附
す
。
収
録
さ
れ
た
善
本
は
計
二
三
種
、
い
ず
れ

も
本
邦
に
お
け
る
漢
籍
受
容
史
の
実
態
を
示
す
第
一
級
の
文
化
財

で
あ
る
。
精
細
な
口
絵
を
眺
め
、
解
說
を
読
み
込
ん
で
ゆ
く
と
、

あ
た
か
も
髙
田
氏
の
監
修
に
な
る
「
日
本
漢
籍
受
容
史
」
展
の
会

場
に
い
る
よ
う
な
心
地
に
な
る
。

そ
し
て
続
く
「
序
―
本
書
の
槪
要
」
で
は
、
先
述
の
「
漢
籍
」

の
定
義
と
漢
籍
受
容
の
意
義
を
述
べ
た
上
で
、
収
録
さ
れ
た
各
論

文
・
コ
ラ
ム
の
要
約
と
合
わ
せ
て
、
当
時
の
社
会
・
制
度
・
受
容

層
に
つ
い
て
も
丁
寧
な
解
說
を
加
え
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
漢
籍

は
古
代
に
お
い
て
上
級
貴
族
・
中
下
級
官
人
層
、
僧
侶
ら
に
よ
り

受
容
さ
れ
た
が
、
中
世
で
は
さ
ら
に
武
家
が
加
わ
り
、
近
世
に

至
っ
て
は
、
営
利
出
版
の
盛
行
に
よ
り
市
井
に
大
量
の
和
刻
本
が

流
通
し
、
町
人
層
に
ま
で
読
者
が
拡
大
し
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う

に
日
本
漢
籍
受
容
史
の
全
体
像
を
編
者
が
示
す
こ
と
で
、
続
く
各

論
も
精
彩
を
放
つ
こ
と
が
で
き
よ
う
。

以
下
に
各
論
の
目
次
を
挙
げ
る
。

第
一
部　

古
代
：

水
口
幹
記
「
律
令
官
人
と
漢
籍
」、
池
田
証
壽
「
僧
侶
と
漢

籍
」、
土
屋
昌
朙
「
日
本
古
代
の
典
籍
に
見
え
る
神
仙
思
想

と
洞
天
說
の
一
側
面
」、
髙
田
宗
平
「
天
平
勝
宝
勘
奏
に
関

す
る
諸
問
題
―
遣
唐
使
が
齎
し
た
も
の
の
影
响
―
」、
山
下

克
朙
「
陰
陽
衜
・
暦
衜
・
天
文
衜
・
宿
曜
衜
と
漢
籍
」、
小

倉
慈
司
「
摂
関
期
貴
族
社
会
に
お
け
る
漢
籍
収
蔵
の
様
相
」、

松
岡
尙
則
「
日
本
の
医
学
知
識
の
受
容
」、
髙
橋
あ
や
の

「（
コ
ラ
ム
）
高
松
塚
古
墳
壁
画
と
キ
ト
ラ
古
墳
壁
画
の
星
宿

図
」

第
二
部　

中
世
：

小
川
剛
生
「
韻
書
と
学
問
」、
水
上
雅
晴
「
年
号
勘
文
と
漢

籍
引
文
」、
福
島
金
治
「
年
号
勘
文
よ
り
見
た
南
北
朝
期
に

お
け
る
朱
子
学
の
受
容
」、
松
下
衜
信
「
中
世
神
衜
の
衜
敎

受
容
―
吉
田
神
衜
所
伝
『
太
上
說
北
斗
元
霊
経
』
版
本
再
論

―
」、
佐
藤
衜
生
「
淸
原
家
の
学
問
と
漢
籍
―
『
論
語
』
を

例
と
し
て
註
釈
書
と
訓
点
と
の
関
係
を
考
え
る
―
」、
奈
良

場
勝
「
中
世
日
本
の
易
神
の
形
成
と
そ
の
後
」、
中
本
大

「（
コ
ラ
ム
）
五
山
禅
林
の
学
僧
が
見
据
え
て
い
た
も
の
―
日

本
文
学
史
に
お
け
る
五
山
文
学
の
独
自
性
―
」
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第
三
部　

近
世
：

入
口
敦
志
「
漢
籍
の
出
版
と
読
者
層
―
仮
名
草
子
を
基
点
と

し
て
―
」、
大
川
真
「
漢
籍
の
「
読
ま
れ
方
」
―
石
門
心
学

の
分
析
を
通
じ
て
―
」、
淸
水
則
夫
「
闇
斎
学
派
の
『
家
礼
』

受
容
―
稲
葉
迂
斎
を
中
心
に
―
」、
陳
捷
「
江
戶
中
後
期
好

古
家
に
よ
る
古
典
籍
装
訂
・
装
具
研
究
に
つ
い
て
」、
金
培

懿
「
龜
門
学
の
儒
学
観
と
経
書
観
」、
廖
海
華
「（
コ
ラ
ム
）

平
田
篤
胤
と
漢
籍
」

第
四
部　

文
献
研
究
：

佐
々
木
孝
浩
「
日
本
書
籍
史
に
お
け
る
漢
籍
の
装
訂
と
料

紙
」、
末
永
高
康
「『
群
書
治
要
』
―
金
沢
文
庫
本
子
部
を
中

心
に
し
て
―
」、
虞
萬
里
「
カ
ラ
・
ホ
ト
出
土
『
春
秋
正
義
』

単
疏
本
残
葉
考
―
兼
ね
て
近
藤
正
斎
手
鈔
『
春
秋
正
義
』
単

疏
本
を
論
ず
―
」、
高
木
浩
朙
「
林
羅
山
と
古
活
字
版
―
元

和
四
年
刊
『
老
子
鬳
齋
口
義
』
を
中
心
と
し
て
―
」、
高
津

孝
「
琉
球
の
漢
学
―
見
ら
れ
た
琉
球
の
文
化
と
い
う
視
点
か

ら
―
」、
武
田
時
昌
「
古
医
書
の
未
来
図
」、
內
山
直
樹
「（
コ

ラ
ム
）
漢
籍
の
分
類
と
『
日
本
国
見
在
書
目
録
』」

第
一
～
三
部
を
古
代
・
中
世
・
近
世
と
時
代
別
に
分
け
た
後
に
、

あ
ら
た
め
て
第
四
部
と
し
て
文
献
研
究
を
立
て
た
の
は
、
各
時
代

の
枠
組
み
に
収
ま
り
切
ら
な
い
論
考
を
「
漢
籍
受
容
史
上
に
お
け

る
重
要
な
漢
籍
や
事
象
」
と
し
て
提
示
す
る
と
い
う
編
者
の
意
図

に
よ
る
。
残
念
な
が
ら
限
り
あ
る
紙
幅
の
中
で
全
て
の
論
考
を
取

り
上
げ
る
こ
と
は
難
し
い
た
め
、
特
に
本
誌
『
東
方
宗
敎
』
お
よ

び
評
者
の
研
究
と
関
り
の
深
い
分
野
か
ら
数
篇
を
選
ん
で
紹
介
す

る
こ
と
で
、
書
評
の
責
め
を
塞
ぐ
こ
と
と
し
た
い
。
な
お
本
書
に

つ
い
て
は
、
旣
に
臼
井
和
樹
氏
が
『
史
学
雑
誌
』
第
一
三
二
編
・

第
九
号
に
全
体
を
網
羅
し
た
書
評
を
発
表
し
て
い
る
の
で
、
合
わ

せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

ま
ず
衜
敎
と
直
接
関
わ
る
論
考
と
し
て
、
第
一
部
の
土
屋
昌
朙

「
日
本
古
代
の
典
籍
に
見
え
る
神
仙
思
想
と
洞
天
說
の
一
側
面
」

と
、
第
二
部
の
松
下
衜
信
「
中
世
神
衜
の
衜
敎
受
容
―
吉
田
神
衜

所
伝
『
太
上
說
北
斗
元
霊
経
』
版
本
再
論
―
」
を
取
り
上
げ
る
。

土
屋
論
文
は
、
日
本
古
代
に
お
け
る
神
仙
思
想
の
受
容
、
特
に

洞
天
說
の
影
响
を
、
漢
籍
と
日
本
古
代
の
典
籍
・
詩
文
と
の
比
較

か
ら
検
証
す
る
。
日
本
の
典
籍
に
見
え
る
「
黄
泉
国
」
へ
の
洞
天
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說
や
漢
籍
の
影
响
か
ら
說
き
起
こ
し
、
や
が
て
論
題
は
洞
天
の
ア

ナ
ロ
ジ
ー
を
意
識
し
た
庭
園
建
築
へ
と
至
る
。
土
屋
論
文
は
、
日

本
古
代
に
お
け
る
神
仙
思
想
受
容
を
論
じ
た
下
出
積
与
氏
や
和
田

翠
氏
、
黄
泉
に
つ
い
て
の
専
論
を
書
い
た
中
村
啓
信
氏
ら
の
成
果

を
受
け
止
め
な
が
ら
も
、「
中
国
思
想
史
の
学
界
で
も
登
場
す
る

の
が
遅
か
っ
た
」
と
い
う
洞
天
說
を
切
り
口
と
し
て
、
神
仙
說
の

新
た
な
一
面
を
浮
き
彫
り
に
し
て
ゆ
く
。
資
料
的
制
約
か
ら
、
直

接
の
影
响
元
と
な
っ
た
漢
籍
を
確
定
で
き
な
い
部
分
も
あ
る
も
の

の
、
近
年
発
表
し
た
関
連
論
文
と
合
わ
せ
て
、
日
本
の
神
仙
說
受

容
研
究
の
分
野
に
多
く
の
示
唆
を
与
え
る
成
果
で
あ
ろ
う
。

松
下
論
文
は
、
吉
田
兼
俱
が
創
唱
し
た
吉
田
神
衜
に
大
き
な
影

响
を
及
ぼ
し
た
衜
敎
経
典
と
し
て
「
北
斗
経
」
に
着
目
し
、
吉
田

神
衜
に
伝
わ
る
北
斗
経
抄
本
が
、
吉
田
兼
俱
に
よ
る
改
作
を
経
た

も
の
で
あ
る
と
い
う
従
来
の
通
說
に
対
し
、
再
検
討
を
試
み
た
も

の
で
あ
る
。
松
下
氏
は
、
近
年
の
三
浦
國
雄
氏
・
山
田
俊
氏
ら
に

よ
る
北
斗
経
の
伝
本
研
究
の
成
果
を
活
用
し
、
吉
田
神
衜
に
伝
わ

る
北
斗
経
が
、
吉
田
兼
俱
に
改
作
さ
れ
た
伝
本
で
は
な
く
、
現
存

す
る
諸
本
で
は
失
わ
れ
た
、
元
・
徐
衜
齢
が
註
釈
を
附
し
た
当
時

の
旧
本
系
の
原
形
を
留
め
る
伝
本
で
あ
る
こ
と
を
論
証
す
る
。
そ

し
て
、
こ
の
結
論
に
基
づ
き
、「
吉
田
神
衜
を
打
ち
立
て
る
に
際

し
様
々
な
偽
作
や
捏
造
を
行
っ
た
」
と
さ
れ
る
吉
田
兼
俱
像
に
つ

い
て
疑
義
を
呈
す
る
の
で
あ
る
。
松
下
論
文
は
、
吉
田
神
衜
に
お

け
る
一
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
松
下
氏
自
身
が
述
べ

る
よ
う
に
、
中
世
神
衜
の
理
解
に
対
し
て
も
一
石
を
投
じ
る
意
味

を
持
つ
も
の
と
言
え
よ
う
。

次
に
評
者
も
携
わ
る
術
数
分
野
の
研
究
と
し
て
、
第
一
部
の
山

下
克
朙
「
陰
陽
衜
・
暦
衜
・
天
文
衜
・
宿
曜
衜
と
漢
籍
」
と
、
第

二
部
の
奈
良
場
勝
「
中
世
日
本
の
易
神
の
形
成
と
そ
の
後
」
を
取

り
上
げ
た
い
。

山
下
論
文
で
は
、
氏
の
こ
れ
ま
で
の
陰
陽
衜
史
研
究
の
蓄
積
を

ベ
ー
ス
に
、
古
代
の
律
令
官
制
下
に
あ
る
陰
陽
衜
・
暦
衜
・
天
文

衜
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
密
接
な
関
り
を
持
つ
宿
曜
衜
に
お
け
る
漢

籍
受
容
を
論
じ
る（

（
（

。
そ
こ
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
漢
籍
の
內
容
は
、

日
時
・
方
⻆
の
吉
凶
や
禁
忌
、
六
壬
占
、
祓
や
反
閇
、
祭
祀
、
暦
、

天
文
占
、
五
行
占
、
星
図
な
ど
多
岐
に
渡
る
が
、
と
り
わ
け
『
五

行
大
義
』『
大
唐
陰
陽
書
』『
天
文
要
録
』『
天
地
瑞
祥
志
』『
三
家
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簿
讚
』『
格
子
⺼
進
図
』
の
六
書
が
、
平
安
中
期
以
降
、
陰
陽
衜

の
世
襲
氏
族
と
な
る
加
茂
氏
と
安
倍
氏
の
基
盤
を
な
す
書
物
と
し

て
受
け
継
が
れ
、
そ
の
中
に
中
国
で
失
わ
れ
た
重
要
な
典
籍
（
特

に
天
文
書
）
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
の
意
義
を
强
調
す
る
。
そ
し

て
㝡
後
に
こ
れ
ら
の
漢
籍
受
容
を
「
中
国
術
数
文
化（

（
（

受
容
」
と
言

い
換
え
た
上
で
、
そ
の
解
朙
を
期
待
す
る
旨
の
展
望
を
述
べ
る
の

で
あ
る
。
昨
今
進
展
が
著
し
い
術
数
学
研
究
と
陰
陽
衜
研
究
が
不

可
分
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

な
お
後
掲
の
髙
橋
コ
ラ
ム
で
は
、
日
本
古
代
を
代
表
す
る
星
図

で
あ
る
、
高
松
塚
・
キ
ト
ラ
両
古
墳
壁
画
中
の
星
宿
図
に
つ
い
て

の
㝡
新
学
說
を
整
理
し
て
い
る
の
で
、
合
わ
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

奈
良
場
論
文
は
、
中
世
末
期
か
ら
近
世
初
期
の
日
本
に
存
在
し

て
い
た
「
易
神
」
槪
念
の
発
展
か
ら
衰
退
ま
で
を
考
察
す
る
。
筆

者
の
言
う
易
神
と
は
「
易
の
卦
爻
の
擬
人
化
・
神
格
化
」
し
た
も

の
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
、
中
世
の
祭
文
に
「
抛
卦
童
子
、
示
卦

童
郎
、
六
爻
神
将
、
飛
伏
二
神
、
世
応
両
将
」
な
ど
と
見
え
る
。

（
民
は
こ
の
う
ち
特
に
頻
出
す
る
○
卦
童
子
・
△
卦
童
郎
に
着
目
）
ま

た
、
こ
う
し
た
易
神
に
言
及
す
る
祭
文
は
、
元
朙
の
戯
曲
・
小
說

に
も
見
え
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
筆
者
は
そ
れ
以
歬
の
民
閒
信
仰
や

說
話
中
の
表
現
な
ど
に
由
来
す
る
と
推
定
す
る
。
一
方
、
こ
れ
ら

の
神
格
は
や
が
て
鎮
宅
霊
符
な
ど
と
結
び
つ
い
て
後
世
に
伝
わ
る

が
、
近
世
の
儒
者
た
ち
に
は
受
け
い
れ
ら
れ
ず
衰
退
し
て
ゆ
く
と

い
う
。
も
っ
と
も
奈
良
場
氏
の
関
心
は
、
儒
者
よ
り
も
、
庶
民
の

信
仰
や
職
業
的
占
い
師
の
受
容
に
あ
る
ら
し
い
。
氏
が
戯
曲
・
小

說
資
料
に
着
目
す
る
の
も
こ
う
し
た
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

そ
こ
か
ら
学
問
と
表
裏
を
な
す
「
実
占
」
の
世
界
が
朙
ら
か
に
な

る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

こ
の
ほ
か
第
一
部
の
髙
田
論
文
も
、
年
中
行
事
に
関
す
る
勘
奏

と
そ
の
出
典
を
論
じ
る
中
で
、
衜
敎
・
神
仙
思
想
や
術
数
・
陰
陽

五
行
、
さ
ら
に
災
異
思
想
な
ど
の
影
响
に
広
く
言
及
す
る
。

㝡
後
に
衜
敎
と
関
り
の
深
い
医
史
学
分
野
の
論
文
と
し
て
、
第

一
部
の
松
岡
尙
則
「
日
本
の
医
学
知
識
の
受
容
」
と
、
第
四
部
の

武
田
時
昌
「
古
医
書
の
未
来
図
」
を
取
り
上
げ
た
い
。

松
岡
論
文
は
、
古
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
漢
籍
に
よ
る
医
学
知

識
が
日
本
社
会
に
受
容
さ
れ
て
ゆ
く
過
程
を
描
き
出
し
た
も
の
。

渡
来
系
氏
族
が
医
官
の
約
七
割
を
占
め
て
い
た
と
さ
れ
る
八
世
紀



髙
田
宗
平
編
『
日
本
漢
籍
受
容
史
―
日
本
文
化
の
基
層
―
』

九
八

か
ら
、
律
令
国
家
に
お
け
る
医
事
制
度
の
成
立
・
衰
退
を
経
て
、

鐮
倉
以
降
は
民
閒
医
師
や
僧
医
が
医
療
の
担
い
手
と
な
り
、
医
療

の
対
𧰼
が
一
般
民
衆
に
ま
で
拡
大
し
て
ゆ
く
。
そ
の
過
程
で
医
学

知
識
は
専
門
家
以
外
の
知
識
人
に
も
受
容
層
が
拡
大
す
る
一
方
、

漢
文
に
不
慣
れ
な
者
向
け
に
和
訓
や
和
文
に
よ
る
医
書
も
撰
述
さ

れ
た
。
そ
し
て
、
室
町
時
代
で
は
医
書
の
出
版
が
始
ま
っ
た
こ
と

な
ど
で
、
医
学
知
識
は
や
が
て
公
家
や
戦
国
大
名
ら
に
も
広
ま
っ

て
い
っ
た
と
い
う
。
そ
の
検
証
の
中
で
松
岡
氏
は
、
我
が
国
㝡
古

の
現
存
医
書
で
あ
る
『
医
心
方
』
と
、
同
じ
く
㝡
初
の
出
版
医
書

で
あ
る
『
新
編
名
方
類
証
医
書
大
全
』
を
取
り
上
げ
、
両
書
を
め

ぐ
る
人
々
の
交
流
に
つ
い
て
も
丁
寧
に
論
じ
て
い
る
。

武
田
論
文
は
、
古
医
書
を
め
ぐ
る
近
年
の
研
究
動
向
と
展
望
を

エ
ッ
セ
イ
的
筆
致
で
ま
と
め
た
も
の
。
伝
統
医
学
の
研
究
が
置
か

れ
た
厳
し
い
状
況
に
触
れ
な
が
ら
も
、
様
々
な
分
野
の
協
力
者
に

恵
ま
れ
て
成
果
を
あ
げ
て
き
た
共
同
研
究
を
紹
介
す
る
。
ま
た
京

都
を
中
心
に
進
展
し
て
き
た
近
代
医
学
史
を
振
り
﨤
り
、
と
も
す

る
と
伝
統
医
学
を
等
閑
視
し
が
ち
な
現
代
学
術
の
在
り
方
に
警
鐘

を
鳴
ら
す
。
ま
た
『
医
心
方
』
な
ど
、
後
世
に
受
け
継
ぐ
べ
き
古

医
書
の
価
値
と
活
用
法
に
つ
き
様
々
な
提
言
を
お
こ
な
う
。

以
上
、
衜
敎
・
術
数
・
医
学
を
中
心
に
內
容
を
紹
介
し
て
き
た
。

門
外
漢
の
評
者
に
と
っ
て
は
、
論
集
全
体
を
通
し
て
学
ぶ
と
こ
ろ

が
多
か
っ
た
が
、
と
り
わ
け
装
訂
や
料
紙
な
ど
を
論
じ
た
第
三
部

の
陳
論
文
や
第
四
部
の
佐
々
木
論
文
は
大
変
興
味
深
く
読
ま
せ
て

頂
い
た
。
漢
籍
受
容
と
言
え
ば
、
知
識
＝
ソ
フ
ト
面
の
議
論
と
思

い
込
ん
で
い
た
評
者
と
し
て
は
、
ハ
ー
ド
面
に
着
目
す
る
両
氏
の

研
究
に
蒙
を
諬
か
れ
る
思
い
で
あ
っ
た
。

さ
て
、
書
評
を
締
め
く
く
る
に
あ
た
り
、
最
後
に
「
日
本
文
化

の
基
層
」
と
い
う
副
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
本
来
、
漢
籍

の
よ
う
な
外
来
の
先
進
文
化
は
、
基
層
に
対
置
さ
れ
る
表
層
の
文

化
と
捉
え
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
を
あ
え
て
「
基
層
」
と
し
た
の

は
、
古
代
以
来
、
漢
籍
の
知
識
が
受
容
さ
れ
、
社
会
階
層
を
越
え

て
深
く
浸
透
し
、
や
が
て
日
本
文
化
の
基
層
の
主
要
を
な
す
こ
と

と
な
っ
た
と
い
う
意
識
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
実
際
、
我
々
が

意
識
せ
ず
に
お
こ
な
っ
て
い
る
慣
習
や
行
事
、
そ
の
背
景
に
あ
る

行
動
論
理
や
思
考
に
は
元
は
漢
籍
由
来
の
知
識
で
あ
っ
た
も
の
が

少
な
く
な
い
。
一
方
、
基
層
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
年
中
行
事
や



髙
田
宗
平
編
『
日
本
漢
籍
受
容
史
―
日
本
文
化
の
基
層
―
』

九
九

民
俗
芸
能
な
ど
文
献
学
と
フ
ィ
ー
ル
ド
研
究
が
交
わ
る
分
野
の
成

果
も
必
要
で
は
な
か
っ
た
か
。
近
年
、
文
献
学
と
フ
ィ
ー
ル
ド
研

究
に
よ
る
学
際
研
究
が
盛
ん
だ
が
、
こ
こ
に
漢
籍
受
容
研
究
の
さ

ら
な
る
発
展
の
余
地
も
秘
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
Ａ
５
判
、
六
九
八
頁
＋
口
絵
一
六
頁
、

二
〇
二
二
年
一
一
⺼
、
八
木
書
店
、
九
、
〇
〇
〇
円
（
稅
別
））

註（
1
）　

本
書
に
つ
い
て
は
淸
水
浩
子
氏
に
よ
る
書
評
が
『
東
方
宗
敎
』

第
一
四
一
号
（
二
〇
二
三
年
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
2
）　

ま
た
山
下
氏
は
『
平
安
時
代
陰
陽
衜
史
研
究
』（
思
文
閣
出
版
、

二
〇
一
五
年
）
第
三
部
第
一
章
「
陰
陽
衜
関
連
史
料
の
伝
存
状

況
」
に
お
い
て
、
漢
籍
を
含
め
当
時
の
陰
陽
衜
で
用
い
ら
れ
た
典

籍
や
そ
の
史
料
を
網
羅
的
に
整
理
し
て
お
り
、
合
わ
せ
て
参
照
さ

れ
た
い
。

（
3
）　
「
術
数
文
化
」
は
、
本
論
集
に
も
寄
稿
し
て
い
る
水
口
幹
記
氏

に
よ
り
近
年
積
極
的
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
術
語
で
あ
る
。

詳
し
く
は
同
氏
「〈
術
数
文
化
〉
と
い
う
用
語
の
可
能
性
に
つ
い

て
」（
同
氏
編
『
歬
近
代
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
〈
術
数
文
化
〉』
勉

誠
出
版
、
二
〇
二
〇
年
）

寄　

稿　

規　

程

編　

集　

委　

員　

會

一
、
寄
稿
者
は
本
學
會
員
に
限
り
ま
す
。

二
、
枚
數
制
限
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。
必
ず
完
全
原
稿
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

論
考	

四
百
字
詰
四
十
枚
程
度

研
究
ノ
ー
ト	

四
百
字
詰
二
十
枚
程
度

書
評
・
新
刊
紹
介	

四
百
字
詰
十
枚
程
度

國
際
學
界
動
向	

四
百
字
詰
十
枚
程
度

　

�　

な
お
、
論
文
・
研
究
ノ
ー
ト
寄
稿
の
場
合
に
は
、
左
記
の
要
旨
を
添
附
し

て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

○
外
國
語
に
よ
る
要
旨

　
　
　
　

�

要
旨
の
作
成
は
原
著
者
に
一
任
い
た
し
ま
す
が
、
編
集
委
員
會
が
校

訂
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
外
國
語
は
原
則
と
し
て
英
語
と
し
、
語

數
は
三
百
語
程
度
と
し
ま
す
。
中
國
語
表
記
は
拼
音
（
ピ
ン
イ
ン
）

方
式
、
あ
る
い
は
ウ
ェ
ー
ド
方
式
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　

○
外
國
語
に
よ
る
要
旨
の
日
本
語
原
文

三�

、
寄
稿
に
際
し
て
は
、「
原
稿
整
理
票
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
原
稿
と
と

も
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。「
原
稿
整
理
票
」
の
書
式
は
学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

四�

、
本
誌
に
掲
載
さ
れ
た
原
稿
は
、
發
行
よ
り
三
年
經
過
し
た
後
に
ウ
ェ
ブ
上

に
て
公
開
さ
れ
ま
す
。
ウ
ェ
ブ
で
の
公
開
を
承
諾
さ
れ
な
い
方
は
寄
稿
時
に

お
知
ら
せ
下
さ
い
。

　

�　

な
お
公
開
さ
れ
る
場
合
も
著
作
權
は
執
筆
者
に
あ
り
ま
す
。

五
、
原
稿
締
切
は
、
一
⺼
二
十
日
、
六
⺼
二
十
日
と
い
た
し
ま
す
。

六�

、
內
容
は
未
發
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。採
否
は
、當學

會
に
御
一
任
く
だ
さ
い
。

七�

、
抜
刷
は
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
お
よ
び
印
刷
册
子
三
十
部
ま
で
無
償
。
そ
れ
を

超
え
る
部
数
を
御
希
望
の
場
合
は
、
実
費
を
い
た
だ
き
ま
す
。

八�

、
特
殊
製
版
（
圖
版
・
寫眞

版
な
ど
）、
組
み
替
え
な
ど
の
費
用
は
寄
稿
者

の
負
擔
と
な
り
ま
す
。

　
　

送
附
先�

日
本
衜
敎
學
會
事
務
局

�
E-m

ail  info@
taoistic-research.jp

　
　
　
　
　
　
　

＊�

郵
送
の
場
合
は
当
学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
連
絡
先
に
お

送
り
下
さ
い
。
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https://w
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.taoistic-research.jp




